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は
じ
め
に

大
日
房
能
忍
に
つ
い
て
は
、
大
方
が
『
禅
学
大
辞
典
』
に
叙
述
さ
れ
た
内
容
に
即
し
て
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

【
能
忍
】
平
安
末
よ
り
鎌
倉
初
期
の
人
。
日
本
達
磨
宗
の
開
祖
。
房
号
は
大
日
房
。
俗
姓
は
平
氏
。
経
論
を
学
び
、
無
師
自
悟
し

て
摂
津
（
大
阪
府
）
水
田
の
三
宝
寺
に
お
い
て
禅
風
を
挙
揚
す
る
。
し
か
し
、
時
人
に
嗣
承
の
な
い
の
を
そ
し
ら
れ
、
文
治
五

年
（
一
一
八
九
）、
門
弟
練
中
・
勝
辨
の
二
人
を
宋
に
遣
わ
し
、
育
王
の
拙
菴
徳
光
に
所
解
を
呈
し
、
そ
の
印
可
を
受
け
た
。
建

久
五
年
（
一
一
九
四
）
そ
の
活
動
を
ね
た
ん
だ
叡
山
は
朝
廷
に
奏
上
し
て
こ
れ
を
弾
圧
し
、
宣
教
を
禁
止
せ
し
め
た
。
後
に
甥

の
平
景
清
に
殺
さ
れ
る
。
弟
子
に
覚
晏
が
あ
る
。
深
法
禅
師
と
諡
さ
る（１
）。 

と
あ
る
。
但
し
、
「
日
本
達
磨
宗
」
の
呼
び
名
は
過
去
に
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
達
磨
宗
」
と
呼
称
す
べ
き
と
す
る
研
究
者
も
い
る
。

さ
て
、
筆
者
は
能
忍
に
つ
い
て
冒
頭
の
「
日
本
達
磨
宗
の
開
祖
」、
及
び
『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝
」
に
依
拠
し
た
一
文
、「
後
に
甥

の
平
景
清
に
殺
さ
れ
る
」
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
果
た
し
て
実
際
に
大
日
房
能
忍
が
「
達
磨
宗
」
と
い
う
一
宗
派
の
開

祖
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
中
心
に
検
証
し
て
み
た
い
。
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一
、
主
な
先
行
研
究

「
達
磨
宗
」
及
び
大
日
房
能
忍
に
関
す
る
近
代
の
研
究
は
、
一
九
三
八
年
、
鷲
尾
順
敬
氏
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
大
日
房
能
忍
の
達
磨

宗
の
首
唱
及
び
道
元
門
下
の
關
係（２
）」 

に
始
ま
る
。
鷲
尾
氏
は
十
四
点
の
資
料（３
）を

基
に
「
昔
永
延
の
初
め
、
奝
然
が
宋
よ
り
歸
り
、
始
め
て

達
磨
宗
と
云
ふ
宗
名
を
唱
へ
た
。【
三
僧
記
類
聚
】
そ
れ
よ
り
二
百
餘
年
を
經
て
、
こ
こ
に
能
忍
が
達
磨
宗
と
云
ふ
宗
名
を
唱
へ
た
の
で

あ
る
。
能
忍
が
日
本
の
達
磨
宗
を
首
唱
し
た
こ
と
は
一
代
の
事
業
で
あ
る（４
）。」 

と
述
べ
、
鷲
尾
氏
は
達
磨
宗
が
い
わ
ゆ
る
禅
宗
と
は
異
な

る
宗
派
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
奝
然
が
宋
よ
り
伝
え
た
達
磨
宗
に
対
し
、「
能
忍
は
日
本
達
磨
宗
を
首
唱
し
た（５
）」 

と
述
べ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
日
本
達
磨
宗
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、鷲
尾
氏
の
論
文
は
、大
日
房
能
忍
が
「（
日
本
）
達
磨
宗
」

と
い
う
一
宗
派
を
率
い
た
よ
う
な
印
象
を
残
し
た
。

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
研
究
は
途
絶
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
一
九
七
二
年
、
柳
田
聖
山
氏
は
『
興
禅
護
国
論
』
を
註
釈
し
、
そ
の
解
説
の

中
で
、『
興
禅
護
国
論
』
に
お
け
る
「
達
磨
宗
」
イ
コ
ー
ル
大
日
房
能
忍
の
前
提
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

栄
西
の
戒
律
復
興
運
動
を
考
え
る
う
え
で
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
達
磨
宗
と
の
対
決
で
あ
る
。（
中
略
）
達
磨
宗
の
現
実
遊

離
と
戒
律
無
視
が
、
も
っ
と
も
大
き
い
論
議
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
達
磨
宗
の
史
実
は
、
な
お
明
ら
か
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
多

い
が
、
か
れ
ら
の
動
き
に
対
し
て
も
っ
と
も
鋭
敏
だ
っ
た
の
は
、
や
は
り
栄
西
そ
の
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
元
亨
釈
書
』

に
よ
る
と
、
栄
西
の
活
動
が
中
央
か
ら
達
磨
宗
と
同
一
視
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
『
興
禅
護
国
論
』
と
い
う
本
の
書
か
れ

る
動
機
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
大
日
房
能
忍
は
、
お
そ
ら
く
天
然
の
禅
者
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
古
く
叡
山
に
伝
え
ら
れ
た
達
磨
の

語
録
に
よ
っ
て
無
師
独
悟
し
、
の
ち
に
摂
州
三
宝
寺
に
住
し
て
一
派
を
創
し
た
。（
中
略
）『
元
亨
釈
書
』
が
い
う
よ
う
に
、
拙

菴
は
異
域
の
信
種
を
憐
れ
み
、
法
衣
と
み
ず
か
ら
讃
を
附
し
た
達
磨
像
お
よ
び
自
己
の
頂
相
を
二
使
に
託
し
て
、
大
日
房
能
忍

の
悟
り
を
証
明
し
た
。
こ
れ
が
、
達
磨
宗
の
起
り
で
あ
る（６
）。 
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柳
田
氏
は
、
『
興
禅
護
国
論
』
に
あ
る
「
現
実
遊
離
と
戒
律
無
視
」
の
「
達
磨
宗
」
に
つ
い
て
指
摘
し
、
そ
れ
が
大
日
房
能
忍
の
創
建
し

た
一
宗
派
で
あ
り
、
栄
西
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
と
結
論
付
け
た
。

次
に
、一
九
七
六
年
、一
九
七
七
年
と
高
橋
秀
栄
氏
は「
大
日
房
能
忍
と
達
磨
宗
に
関
す
る
史
料（
一
）」（『
金
沢
文
庫
研
究
』二
二
―
四
）

お
よ
び
「
大
日
房
能
忍
と
達
磨
宗
に
関
す
る
史
料
（
二
）」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
二
―
七
）
で
、
三
十
三
点
の
史
料
の
中
に
あ
る
大
日

房
能
忍
や
達
磨
宗
と
記
述
さ
れ
た
箇
所
を
全
て
挙
げ
た
。
氏
の
史
料
収
集
は
、歴
史
書
の
他
、他
宗
の
僧
侶
に
よ
る
文
書
、三
宝
寺
資
料
、

ま
た
氏
が
新
た
に
発
掘
し
た
金
沢
文
庫
所
蔵
の
文
書
な
ど
を
網
羅
し
、
能
忍
や
達
磨
宗
の
様
子
を
多
角
的
に
描
き
出
し
て
く
れ
た
。
筆
者

は
氏
の
上
記
の
論
文
無
く
し
て
は
本
論
文
に
決
し
て
至
ら
ず
、
氏
の
論
文
に
深
く
敬
意
を
申
し
上
げ
る
。

さ
て
、
高
橋
氏
の
「
大
日
房
能
忍
と
達
磨
宗
に
関
す
る
史
料
（
二
）」
は
大
日
房
能
忍
や
達
磨
宗
の
研
究
を
す
る
者
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
氏
の
提
示
し
た
史
料
三
十
三
点
を
全
て
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
て
議
論
し
て
し
ま
う
と
、
混
乱
が
生
じ
る

こ
と
が
解
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
三
十
三
点
の
史
料
は
時
代
的
、
資
料
的
価
値
に
大
差
が
あ
り
、
個
々
の
史
料
の
厳
密
な
検
証
の
必
要
性
を

感
じ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
時
代
的
に
見
る
と
、
史
料
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
期
は
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
、
第
二
期
は
十
四
世
紀
か
ら

十
五
世
紀
、
第
三
期
は
十
七
世
紀
以
降
の
江
戸
時
代
で
あ
る
。
特
に
第
一
期
十
三
世
紀
頃
ま
で
は
、
い
わ
ゆ
る
禅
宗
を
達
磨
宗
と
も
呼
ん

で
い
た
こ
と
、
ま
た
第
一
期
か
ら
第
二
期
に
は
達
磨
大
師
の
法
ま
た
は
教
え
を
「
達
磨
の
宗
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
認
識
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
更
に
、
江
戸
時
代
の
文
献
は
ど
う
も
史
実
に
則
し
て
真
実
を
厳
密
に
記
述
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
る
種
、
歴
史
を
リ
メ
イ
ク

し
た
よ
う
な
物
語
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
た
。

そ
の
代
表
的
な
史
料
が
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
十
九
「
摂
州
三
宝
寺
沙
門
能
忍
伝
」（
以
後
、『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝
」
と
略
す
）
で
あ
る
。

著
者
の
卍
元
師
蛮
（
一
六
二
七
～
一
七
一
〇
）
は
、
恐
ら
く
当
時
彼
が
散
見
で
き
る
能
忍
に
関
す
る
資
料
を
寄
せ
集
め
て
、
能
忍
伝
を
創

作
し
て
い
る
よ
う
だ
。
次
節
で
は
『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝
」
の
問
題
点
を
論
じ
る
。
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二
、『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝
」
の
問
題
点

『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝（７
）」 

の
冒
頭
か
ら
そ
の
記
述
の
典
拠
を
示
し
な
が
ら
見
て
み
よ
う
。（
以
後
、
漢
文
は
訓
読
文
に
改
め
た
が
、

そ
の
限
り
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
字
体
は
な
る
べ
く
原
文
ど
お
り
に
し
た
が
、
そ
の
限
り
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

筆
者
が
傍
線
や
「　

」
な
ど
を
加
え
た
。）

最
初
の
部
分
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

釋
能
忍
。
大
日
と
號
す
。
平
家
の
士
将
景
清
の
叔
父
な
り
。
少
く
し
て
講
肆
に
遊
ぶ
。
諸
經
論
を
究
め
、
天
生
禪
を
好
む
。
精

を
礪
し
て
工
夫
し
、
卒
に
悟
處
有
り
。
三
寳
寺
を
攝
州
水
田
縣
に
建
て
、
禪
法
を
煽
唱
す
。
畿
内
の
緇
白
、
風
に
歸
す
者
多
し
。

或
い
は
謗
る
に
師
承
無
き
を
以
て
す
。
文
治
己
酉
の
夏
、
忍
、
弟
子
の
練
中
・
勝
辨
を
し
て
書
幣
を
齎
せ
し
め
宋
に
入
れ
し
め
、

育
王
山
の
拙
菴
光
禪
師
に
謁
せ
し
め
、
其
の
悟
る
所
を
呈
せ
し
む
。
拙
菴
、
大
い
に
證
明
し
、
乃
ち
法
衣
、
道
號
、
竝
び
に
賛

達
磨
像
を
付
す
。
練
中
勝
辨
、
畫
工
を
し
て
拙
菴
像
を
繪
か
し
め
、
以
て
賛
を
求
む
。

以
上
は
鷲
尾
順
敬
氏
の
論
文
に
あ
る
「
瑞
南
卜
兆
の
記
」
の
一
文
と
極
め
て
似
て
い
る（８
）。
鷲
尾
氏
が
氏
の
論
文
で
そ
の
所
在
を
記
し
て

い
な
い
た
め
、
残
念
な
が
ら
、
筆
者
は
今
も
っ
て
こ
の
「
瑞
南
卜
兆
の
記
」
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
、
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
の
か
不
詳
で
あ
る
。
瑞
南
卜
兆
（
～
一
六
六
九
）
と
は
筑
前
博
多
の
人
で
、
同
、
聖
福
寺
に
於
い
て
得
度
し
、
妙
心
寺
の
愚
堂
東
寔

（
一
五
七
七
～
一
六
六
一
）
が
五
十
八
歳
の
時
に
来
参
す
る
と
あ
る
。
大
坂
寒
山
寺
を
創
建
し
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
八
）
か
ら
正
保

二
年
（
一
六
四
五
）
に
達
磨
像
を
掛
け
て
、
師
の
愚
堂
が
後
水
尾
法
皇
に
法
会
し
た
の
に
随
っ
て
い
る（９
）。

鷲
尾
順
敬
氏
に
依
れ
ば
、「
瑞

南
卜
兆
の
記
」
の
冒
頭
に
は
、「
釈
能
忍
、
大
日
と
号
す
。
平
家
士
将
景
清
の
叔
父
な
り
。」
と
あ
る
が
、
能
忍
が
平
家
士
将
景
清
の
叔
父
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で
あ
っ
た
と
い
う
情
報
は
、
第
一
期
や
第
二
期
の
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
景
清
と
大
日
房
能
忍
の
関
係
は
、
後
の
江
戸
中
期
に
流
行
し

た
歌
舞
伎
「
色
模
様
青
柳
曽
我
」
に
登
場
す
る
「
大
日
坊ママ
」
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
江
戸
初
期
の
卜
兆
が
何
を
根
拠
に
、
景

清
が
大
日
房
能
忍
の
甥
と
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
卜
兆
は
も
と
よ
り
冒
頭
に
「
傳
説
云
く
」
と
述
べ
、
明
確
な
能
忍
の
史

実
に
基
づ
い
て
叙
述
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝
」
の
作
者
師
蛮
は
、「
瑞

南
卜
兆
の
記
」
に
書
か
れ
た
伝
説
的
な
能
忍
伝
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

次
の
「
菴
、
即
ち
書
い
て
曰
く
、
這
僧
無
面
目
。
撥
轉
天
關
。
掀
翻
地
軸
。
忍
師
脱
體
見
得
親
。
外
道
天
魔
倶
竄
伏
」
は
拙
菴
徳
光
の

賛
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
、
臨
済
宗
大
徳
寺
の
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ
て
い
る
。
竹
内
尚
次
氏
『
江
月
宗
玩
墨
蹟

之
写
（
禅
林
墨
蹟
鑑
定
日
録
）
の
研
究
（
上
（
（1
（

）』
に
よ
れ
ば
、
江
月
宗
玩
（
一
五
七
四
～
一
六
四
三
）
に
よ
り
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

に
次
の
よ
う
に
模
写
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。 

這
村
（
（1
（

僧
無
面
目
撥

轉
天
關
掀
飜
（
（1
（

地
軸

忍
師
脱
體
見
得
親

外
道
天
魔
倶
竄
伏

日
本
國
忍
法
師
遠
遣

小
師
練
中
勝
弁
到
山

問
道
繪
予
幻
質
求
讃

大
宋
國
淳
熙
十
六
年

六
月
三
日
住
明
州
阿

育
王
山
拙
菴
徳
光
題
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「
大
宋
國
淳
熙
十
六
年
六
月
三
日
、
住
明
州
阿
育
王
山
拙
菴
徳
光
」
と
あ
る
の
で
、
能
忍
の
弟
子
練
中
と
勝
弁
が
徳
光
に
賛
を
求
め
て

書
い
て
も
ら
っ
た
も
の
と
推
定
可
能
で
あ
る
が
、
江
月
宗
玩
は
こ
の
賛
文
を
模
写
し
た
後
に
寸
法
や
形
態
を
記
述
し
、「
從
片
岡
道
三
來

候
、
自
然
正
筆
之
事
も
可
有
之
候
へ
と
も
、
終
類
筆
見
不
申
條
、
慥
不
存
之
由
返
事
申
候
、
絹
ハ
ソ
コ
子
、
墨
ハ
新
ク
不
審
（
（1
（

、」
と
記
し
て
、

そ
の
由
来
に
疑
念
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
解
か
る
。
ま
た
、
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
納
め
ら
れ
て
い
る
『
下
條
文
書
（
（1
（

』
に
同
様
の

文
面
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。『
下
條
文
書
』
で
は
賛
の
後
に
「
右
寫
徳
光
禅
師
之
真
蹟
加
訓
点　

玉
舟
宗
璠
」
と
記
さ
れ
、
臨
済

宗
大
徳
寺
の
玉
舟
宗
璠（
一
六
〇
〇
～
一
六
六
八
）が
書
写
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。卍
元
師
蛮
は
上
記「
拙
菴
徳
光
頂
相
自
讃
」

の
文
面
は
記
載
し
て
い
る
が
、
高
橋
氏
の
論
文
に
あ
る
〈
２
佛
照
徳
光
賛
達
磨
画
像
〉
は
能
忍
伝
に
含
め
て
い
な
い
。「
佛
照
徳
光
賛
達

磨
画
像
」
は
『
江
月
宗
玩
墨
蹟
之
写
（
禅
林
墨
蹟
鑑
定
日
録
）
の
研
究
（
上
）』
の
「
慶
十
六
２７
」（
慶
長
十
六
年
〈
一
六
一
二
〉）
に
納

め
ら
れ
て
お
り
、
江
月
宗
玩
が
「
拙
菴
徳
光
頂
相
自
讃
」
も
「
佛
照
徳
光
賛
達
磨
画
像
」
も
書
写
し
て
い
る
。
卍
元
師
蛮
が
「
佛
照
徳
光

賛
達
磨
画
像
」
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
（
（1
（

。「
拙
菴
徳
光
頂
相
自
讃
」
の
賛
文
の
内
容
は
信
憑
性
を
帯
び
て
い
る
が
、

そ
の
由
来
が
江
戸
初
期
の
書
写
に
依
拠
し
て
い
る
点
は
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
の
人
物
の
史
料
と
し
て
は
少
々
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得

な
い
。

次
に
『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝
」
は
曹
洞
宗
と
能
忍
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二
弟
歸
朝
の
後
、
忍
の
聲
名
、
益
す
華
夷
に
馳
す
。
上
足
覺
晏
、
忍
の
印
記
を
得
、
和
州
の
多
武
峰
に
居
て
丕
く
禪
要
を
唱
う
。

永
平
の
孤
雲
奘
公
、久
く
覺
晏
に
隨
う
。
晏
、臨
終
の
と
き
、弉
に
道
元
禪
師
に
依
る
こ
と
を
勸
む
。
便
ち
自
撰
の
心
要
の
提
示
、

并
び
に
忍
師
よ
り
受
く
る
所
の
什
物
を
付
す
。
元
公
、
其
の
提
示
を
見
て
、
大
い
に
嘆
賞
し
て
曰
く
、
晏
師
は
明
眼
の
人
な
り
、

と
。
之
に
依
り
て
常
に
能
忍
を
称
す
る
に
和
尚
と
以
て
す
。
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以
上
は
特
に
覚
晏
及
び
曹
洞
宗
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
が
、
筆
者
は
同
一
の
文
は
未
だ
探
し
当
て
て
い
な
い
。
し
か
し
、
恐
ら
く
曹
洞

宗
に
伝
わ
る
高
橋
氏
論
文
〈
１０
永
平
室
中
聞
書
〉
や
〈
１９
瑩
山
紹
瑾
嗣
書
之
助
証
〉
に
基
づ
い
て
加
筆
し
て
い
る
こ
と
は
、
想
像
に
難
く

な
い
。
但
し
、
道
元
が
能
忍
か
ら
の
相
承
し
た
什
物
な
ど
を
見
て
感
歎
し
た
よ
う
な
内
容
は
、
こ
の
資
料
以
外
に
見
ら
れ
な
い
。

次
は
「
鎮
西
聖
光
、忍
會
下
に
來
り
て
宗
鏡
録
の
要
文
を
質
す
」
は
〈
２２
聖
光
上
人
伝
〉
に
基
づ
い
て
い
る
。
筆
者
は
『
本
朝
高
僧
伝
』

「
能
忍
伝
」
の
な
か
で
、『
聖
光
上
人
伝
』
が
唯
一
信
頼
で
き
る
基
本
史
料
か
と
考
え
る
。

続
く
「
一
夜
、
景
淸
が
訪
來
す
。
忍
、
其
の
邂
逅
し
相
逢
す
る
こ
と
を
喜
び
、
弟
子
を
し
て
酒
を
杏
家
に
需
め
し
む
。
景
淸
事
を
官

府
に
告
ら
る
る
を
疑
い
、
乃
ち
劒
を
擐
き
、
刺
殺
し
て
去
る
。」
は
、
鷲
尾
順
敬
氏
や
原
田
正
俊
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
全
く
の
物
語
で
あ

る
（
（1
（

。
特
に
『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝
」
の
問
題
点
は
能
忍
の
死
亡
年
に
関
す
る
点
で
あ
る
。『
本
朝
高
僧
伝
』
に
依
れ
ば
、能
忍
は
景
清
（
～

一
一
九
六
）
に
暗
殺
さ
れ
て
い
る
が
、『
聖
光
上
人
伝
』
に
於
け
る
弁
長
と
能
忍
の
接
見
し
た
年
代
は
元
久
元
年
甲
子
（
一
二
〇
四
）
八

月
上
旬
で
あ
る
（
（1
（

。
つ
ま
り
、
能
忍
は
遅
く
と
も
一
二
〇
四
年
八
月
上
旬
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
三
宝
寺
に
つ
い
て
は
〈
１９

瑩
山
紹
瑾
嗣
書
之
助
証
〉
や
〈
２０
渓
嵐
拾
葉
集
〉
か
ら
そ
の
存
在
が
記
さ
れ
、能
忍
の
本
寺
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
の
三
宝
寺
の
「
三

宝
寺
史
料
」
の
〈
７
三
宝
寺
御
舎
利
安
置
之
状
案
〉
に
は
「
右
先
師
従
宋
朝
伝
来
、
為
禅
宗
重
宝
師
資
相
承
、
不
可
散
失
矣
。
建
保
六
年

五
月
十
五
日
弟
子
定
観
記
之
、在
判
」と
あ
る
。「
先
師
」と
は
亡
く
な
っ
た
能
忍
の
こ
と
と
思
わ
れ
、弟
子
定
観
が
建
保
六
年（
一
二
一
九
）

に
記
録
し
て
い
る
の
で
、
能
忍
は
一
二
一
九
年
五
月
十
五
日
よ
り
前
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
能
忍
が
景
清

に
暗
殺
さ
れ
た
件
は
全
く
の
作
り
話
で
、
史
実
の
上
か
ら
は
、
能
忍
は
一
二
〇
四
年
八
月
上
旬
か
ら
一
二
一
九
年
五
月
十
五
日
の
間
に
亡

く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
卍
元
師
蛮
は
「
其
の
餘
、
雜
書
中
に
忍
の
事
班
班
と
し
て
見
れ
り
。」
と
結
ん
で
い
る
。
恐
ら
く
師
蛮
は
最
初
か
ら
史
実
に
基

づ
く
厳
正
な
資
料
の
考
察
な
ど
を
行
っ
て
能
忍
伝
を
書
い
た
の
で
は
な
く
、
当
時
「
大
日
房
」、「
能
忍
」
な
ど
と
書
か
れ
た
文
書
を
寄
せ

集
め
て
、
己
の
中
で
大
日
房
能
忍
と
い
う
人
物
伝
を
創
作
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
の
如
く
、『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝
」
は
そ
の
基
本
史
料
と
な
る
文
献
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
り
、
加
え
て
師
蛮
が
創
作
し
た
と

み
ら
れ
る
部
分
が
多
く
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
僧
侶
大
日
房
能
忍
に
つ
い
て
論
じ
る
時
は
、
資
料
と
し
て
外
す
こ
と
が
必
要
か
と

考
え
る
。
ま
た
、
同
様
に
高
橋
氏
の
論
文
に
掲
載
さ
れ
る
江
戸
時
代
の
史
料
も
筆
者
は
外
す
こ
と
に
し
た
。

　
　
三
、
大
日
房
能
忍
と
「
達
磨
宗
」

鷲
尾
順
敬
氏
に
始
ま
る
「
大
日
房
能
忍
と
達
磨
宗
」
の
関
係
は
、「
大
日
房
能
忍
が
達
磨
宗
と
い
う
名
の
一
宗
派
を
率
い
て
い
た
」
と

い
う
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
橋
氏
の
三
十
三
点
の
史
料
を
み
て
も
、
右
の
よ
う
な
一
文
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
達
磨
宗
」
及

び
「
禅
宗
」
と
書
か
れ
た
主
な
史
料
を
年
代
順
に
検
討
し
て
み
よ
う
。（
以
下
、〈　

〉
の
史
料
番
号
・
名
称
は
上
記
、
高
橋
秀
栄
氏
の
論

文
に
依
る
）

・〈
１
天
台
真
言
二
宗
同
異
章
〉（
一
一
八
八
）

「
達
广
宗
者
。
是
天
台
四
種
三
昧
中
常
坐
三
昧
、
一
行
三
昧
也
。」
→
達
磨
宗
＝
禅

・〈
１６
百
錬
抄
〉（
一
一
九
五
）

「
入
唐
上
人
栄
西
、
在
京
上
人
能
忍
等
、
達
磨
宗
を
建
立
せ
し
む
。」
→
達
磨
宗
＝
禅
宗

・〈
４
興
禅
護
国
論
〉（
一
一
九
八
）

「
或
人
妄
り
に
禪
宗
を
称
し
て
、
名
て
達
磨
宗
と
曰
う
。」
→
達
磨
宗
＝
禅
宗
、
ま
た
は
一
集
団

・〈
７
三
宝
寺
御
舎
利
安
置
之
状
案
〉（
一
二
一
九
）

「
右
先
師
、
宋
朝
従
り
傳
来
す
。
禪
宗
重
寳
と
し
て
師
資
相
承
し
、
散
失
す
べ
か
ら
ず
。」
→
禅
宗

・〈
１３
教
機
時
国
鈔
〉（
一
二
六
二
）

「
建
仁
よ
り
已
來
、
今
に
于
い
て
五
十
餘
年
の
間
、
大
日
佛
陀
禅
宗
を
弘
め
」
→
大
日
・
禅
宗
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・〈
１４
安
国
論
御
勘
由
来
〉（
一
二
六
八
）

「
然
る
に
後
鳥
羽
の
院
の
御
宇
、
建
仁
年
中
に
法
然
・
大
日
と
て
二
人
の
増
上
慢
の
者
有
り
。
悪
鬼
其
の
身
に
入
て
國
中
の
上
下
を
狂

惑
し
、
代
を
挙
げ
て
念
佛
者
と
成
り
、
人
毎
に
禪
宗
に
趣
く
。」
→
大
日
・
禅
宗

・〈
１２
開
目
鈔
〉（
一
二
七
二
）

「
建
仁
年
中
に
法
然
・
大
日
の
二
人
出
来
し
て
念
佛
宗
・
禪
宗
を
興
行
す
。」
→
大
日
・
禅
宗

・〈
１５
悲
想
伝
授
抄
〉（
一
二
七
四
）

「
達
广
宗
は
理
教
な
り
。
大
日
御
房
云
く
、
達
广
宗
は
顕
密
二
宗
を
超
ゆ
。
是
れ
心
宗
な
り
云
々
。
葉
上
房
僧
正
榮
西
云
々
。
真
言
三

密
の
中
の
意
密
な
り
。
両
義
會
合
す
べ
し
云
云
」
→
大
日
・
達
磨
宗
＝
禅
宗

・〈
２２
聖
光
上
人
伝
〉（
一
二
八
四
）

「
昔
、
大
日
禪
師
な
る
者
有
り
。
好
ん
で
理
論
を
索
め
、
妙
に
祖
意
に
契
う
。
遂
に
文
治
五
年
の
夏
、
使
を
宋
國
に
遣
わ
し
、
法
を
佛

照
に
請
わ
令
む
。【
育
王
山
の
長
老
な
り
】
佛
照
、
印
可
し
祖
號
を
賜
う
。
是
に
於
て
禪
師
、
院
奏
を
経
て
達
磨
宗
を
弘
む
。
爰
に
上

人
彼
の
禪
室
に
至
り
、
難
じ
て
法
門
を
問
う
。
不
斷
惑
の
成
佛
【
宗
門
の
意
】、
宗
鏡
録
の
三
章
【
標
章
と
問
答
と
引
證
】、
天
台
宗
の

三
諦
【
空
假
中
】、
達
磨
宗
の
五
宗
【
潙
仰
宗
、
臨
済
宗
、
雲
門
宗
、
法
眼
宗
、
曹
洞
宗
】
等
な
り
。
禪
師
口
を
閉
じ
舌
を
結
び
、
答

え
ず
し
て
讃
じ
て
曰
く
、
汝
は
是
れ
文
殊
師
利
菩
薩
、
我
を
訓
え
ん
が
為
に
來
れ
る
か
云
云
。
禪
師
の
門
資
【
心
蓮
得
業
、
三
位
闍
梨
】

皆
な
、
赧
然
と
し
て
輔
せ
ざ
る
な
り
。」
→
達
磨
宗
＝
禅
宗
・
大
日

・〈
１８
正
法
眼
蔵
御
聞
書
抄
〉（
一
三
〇
三
～
一
三
〇
八
）

「
胎
息
観
、
達
磨
宗
に
之
を
談
ず
。
秘
蔵
事
云
云
」、「
達
广
宗
如
き
は
冷
暖
自
知
と
云
ふ
」、「
達
广
宗
如
く
談
ず
る
に
は
了
了
常
知
と

談
じ
て
、
境
に
か
か
わ
ら
ざ
る
知
な
り
と
云
ふ
」、「
達
磨
宗
の
談
に
同
分
相
似
妄
見
と
云
事
あ
り
」、「
達
磨
宗
に
は
破
相
論
、
悟
性
論
、

血
脈
論
と
た
て
て
、
ま
づ
世
間
の
法
を
破
し
て
正
を
さ
と
る
と
云
は
ば
、
す
で
に
測
度
な
る
べ
し
。」
→
達
磨
宗
＝
「
達
磨
宗
」
と
い
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う
一
集
団
か

・〈
１９
瑩
山
紹
瑾
嗣
書
之
助
証
〉（
一
三
〇
六
）

「
大
宋
淳
凞
十
六
年
、
日
本
の
文
治
五
年
。
育
王
の
佛
照
禪
師
徳
光
和
尚
、
佛
世
の
生
生
法
壽
の
例
を
引
き
、
遙
か
に
中
辨
二
使
に
付

す
る
に
、
臨
済
家
の
嗣
書
、
祖
師
相
傳
の
血
脈
、
六
祖
普
賢
の
舎
利
等
を
以
っ
て
し
、
遠
く
攝
州
三
寳
寺
の
能
忍
和
尚
に
授
く
。
敕
し

て
深
法
禪
師
と
諡
な
す
。
釋
尊
五
十
一
世
の
祖
と
爲
す
。
此
の
印
信
、
心
印
の
文
有
る
に
依
り
て
、
速
や
か
に
官
裁
を
請
う
。
師
命
じ

て
、
即
ち
里
居
に
在
っ
て
之
を
開
く
。
八
宗
の
講
者
た
り
と
雖
も
、
進
め
て
、
以
て
達
磨
正
宗
の
初
祖
と
し
宣
下
を
蒙
る
。
そ
れ
自
り

日
本
国
裏
、
初
め
て
達
磨
の
宗
を
仰
ぐ
。
其
の
法
、
東
山
の
覺
晏
上
人
に
授
く
。
晏
、
越
州
波
着
寺
の
覺
禪
和
尚
に
附
し
、
禪
、
義
介

に
附
す
。
此
の
書
并
に
六
祖
普
賢
舎
利
【
一
粒
】
同
じ
く
紹
瑾
長
老
に
寄
せ
、
以
て
當
家
洞
下
嗣
書
の
助
證
と
爲
す
べ
し
。」
→
達
磨

の
宗
＝
達
磨
大
師
の
法

・〈
２１
元
亨
釈
書
〉（
一
三
二
三
）

「
初
己
酉
の
歳
、能
忍
と
い
う
者
有
り
。
宋
國
の
宗
門
盛
な
る
を
聞
き
、其
徒
を
遣
わ
し
舶
に
附
し
て
育
王
佛
照
光
禪
師
に
扣
問
す
。
照
、

異
域
の
信
種
を
憐
ん
で
、
慰
誘
す
る
こ
と
甚
だ
切
な
り
。
寄
す
る
に
法
衣
及
び
賛
達
磨
像
を
以
て
す
。
忍
、
光
の
慰
寄
に
詫
し
、
謾
い

て
禪
宗
を
唱
う
。」
→
能
忍
・
禅
宗

・〈
２４
山
門
訴
申
〉（
一
三
四
六
）

「
先
禪
法
興
行
の
段
、
中
古
以
来
連
連
貽
山
門
の
鬱
訴
、
後
鳥
羽
院
御
宇
、
建
久
年
中
、
榮
西
能
忍
等
、
此
の
宗
洛
中
に
於
い
て
弘
む
。」

→
能
忍
・
禅
法
、
此
の
宗

・〈
２６
太
平
記
〉（
一
三
七
九
）

「
又
後
鳥
羽
院
御
宇
建
久
年
中
に
、
榮
西
・
能
忍
等
禪
宗
を
洛
中
に
弘
め
し
時
、
南
部
北
嶺
共
に
起
て
嗷
訴
に
及
ぶ
。」
→
能
忍
・
禅
宗

・〈
１７
成
等
正
覚
論
〉（
？
）
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「
夫
れ
此
の
宗
は
達
磨
大
師
所
傳
の
法
、
故
に
達
磨
の
宗
と
名
く
な
り
。」
→
達
磨
大
師
の
法
＝
達
磨
の
宗

以
上
、
江
戸
時
代
の
史
料
を
除
く
主
な
史
料
の
「
達
磨
宗
」
に
関
す
る
記
述
を
抜
粋
し
た
。
そ
の
結
果
、
達
磨
宗
を
禅
宗
の
意
味
（「
達

磨
宗
＝
禅
宗
」）
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
の
が
、〈
１６
百
錬
抄
〉、〈
１５
悲
想
伝
授
抄
〉、〈
２２
聖
光
上
人
伝
〉
で
あ
る
。（『
聖
光
上
人
伝
』
に

於
け
る
弁
長
と
能
忍
の
接
見
は
一
二
〇
三
年
で
あ
る
）
い
ず
れ
も
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の
史
料
で
あ
り
、
こ
の
頃
ま
で
禅
宗
の
こ
と

を
達
磨
宗
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
解
か
る
。

「（
大
日
房
）
能
忍
が
禅
宗
を
弘
め
た
」
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
の
が
、〈
１３
教
機
時
国
鈔
〉、〈
１４
安
国
論
御
勘
由
来
〉、〈
１２
開
目
鈔
〉、

〈
２１
元
亨
釈
書
〉、〈
２４
山
門
訴
申
〉、〈
２６
太
平
記
〉
で
あ
る
。
特
に
重
要
な
の
は
『
日
蓮
遺
文
（
（1
（

』
に
於
い
て
、「
大
日
と
禅
宗
」
に
つ
い

て
繰
り
返
し
明
言
し
て
い
る
点
で
あ
る
。　
　
　

「
達
磨
の
宗
＝
達
磨
大
師
の
法
」
と
し
て
い
る
の
が
、〈
１９
瑩
山
紹
瑾
嗣
書
之
助
証
〉、〈
１７
成
等
正
覚
論
〉
で
あ
る
。〈
１９
瑩
山
紹
瑾
嗣

書
之
助
証
〉、〈
１７
成
等
正
覚
論
〉
に
つ
い
て
は
後
節
で
詳
し
く
論
じ
る
。

〈
４
興
禅
護
国
論
〉
は
「
或
る
人
妄
り
に
禪
宗
と
称
し
、
名
づ
け
て
達
磨
宗
と
曰
う
。
し
か
も
自
ら
云
く
、
行
無
く
修
無
く
、
本
よ
り

煩
悩
無
く
、
元
よ
り
是
れ
菩
提
。
是
の
故
に
、
事
戒
を
用
い
ず
、
事
行
を
用
い
ず
、
只
だ
応
に
偃
臥
を
用
う
べ
し
。
何
ぞ
労
し
て
念
仏
を

修
し
、
舎
利
を
供
し
、
長
斎
節
食
せ
ん
耶
と
云
々
。」
と
あ
り
、「
達
磨
宗
＝
一
集
団
」
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
む
し
ろ
禅
宗
の
本

質
も
知
ら
ず
に
本
覚
思
想
に
基
づ
い
た
戒
律
を
無
視
し
た
人
を
指
し
て
い
る
。『
興
禅
護
国
論
』
は
前
述
し
た
よ
う
に
柳
田
聖
山
氏
が
、

栄
西
が
能
忍
を
指
し
て
批
難
し
て
い
る
と
し
た
が
、
上
記
の
記
述
か
ら
「
大
日
房
」
や
「
能
忍
」
の
名
前
は
確
認
で
き
な
い
。
更
に
、

能
忍
の
創
建
し
た
三
宝
寺
で
は
舎
利
信
仰
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
何
ぞ
労
し
て
念
仏
を
修
し
、
舎
利
を
供
し
、
長
斎
節
食
せ
ん
耶
と

云
々
。」
の
叙
述
と
は
相
反
す
る
。
ま
た
、能
忍
が
「
自
ら
云
く
、行
無
く
修
無
く
、本
よ
り
煩
悩
無
く
、元
よ
り
是
れ
菩
提
。
是
の
故
に
、

事
戒
を
用
い
ず
、
事
行
を
用
い
ず
、
只
だ
応
に
偃
臥
を
用
う
べ
し
。」
な
ど
と
語
っ
て
い
た
点
も
別
の
資
料
か
ら
は
確
認
で
き
ず
、『
興
禅
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護
国
論
』
の
「
達
磨
宗
」
が
能
忍
を
指
し
て
い
る
、
と
す
る
根
拠
は
極
め
て
薄
い
と
考
え
る
。

「
達
磨
宗
＝
一
集
団
」
と
捉
え
て
い
る
の
は
、恐
ら
く
〈
１８
正
法
眼
蔵
御
聞
書
抄
〉
の
み
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、こ
の
中
に
は
「
達
磨
宗
」

の
首
唱
が
能
忍
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、〈
７
三
宝
寺
御
舎
利
安
置
之
状
案
〉
及
び
他
の
「
三
宝
寺
史
料
」
を
見
て
も
、
三
宝
寺
の
開
山
で
あ
る
能
忍
が
「
達
磨
宗
」
を

開
い
た
と
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
三
宝
寺
史
料
」
に
は
、
全
て
禅
宗
と
記
さ
れ
、
達
磨
宗
と
は
書
か
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
も
し
、
能
忍
が
三
宝
寺
で
「
達
磨
宗
」
と
い
う
宗
派
を
揚
げ
て
い
た
な
ら
ば
、「
三
宝
寺
史
料
」
に
そ
の
点
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
資
料
か
ら
は
全
く
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
虎
関
師
練
撰
〈
２１
元
亨
釈
書
〉「
栄
西
伝
」
で
は
、
能
忍
に
つ
い
て
著
し
く
批
判
的
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
批
判
の
対

象
の
能
忍
と
『
興
禅
護
国
論
』
の
「
達
磨
宗
」
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
も
し
、
能
忍
が
『
興
禅
護
国
論
』
に
書
か

れ
た
「
達
磨
宗
」
の
人
な
ら
ば
、
栄
西
を
高
く
評
価
す
る
師
練
が
栄
西
の
描
写
し
た
「
達
磨
宗
」
と
能
忍
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
師
練
は
「
忍
、
光
の
慰
寄
に
詫
し
、
謾
い
て
禪
宗
を
唱
う
。」
と
記
し
、「
達
磨
宗
を
唱
う
」
と
は
言
わ
な
い
の
で

あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
現
段
階
に
お
け
る
資
料
か
ら
は
、
大
日
房
能
忍
が
「
達
磨
宗
」
と
い
う
一
集
団
ま
た
は
一
宗
派
を
率
い
て
い
た
と
す

る
事
実
は
読
み
取
れ
ず
、「（
日
本
）
達
磨
宗
の
開
祖
」
と
い
う
定
義
か
ら
は
一
時
離
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
　
四
、
大
日
房
能
忍
の
思
想

前
節
で
み
て
き
た
よ
う
に
、「
能
忍
は
禅
宗
を
弘
め
て
い
た
」
こ
と
が
解
か
っ
た
が
、
果
た
し
て
そ
の
思
想
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
を
こ
こ
で
は
論
じ
た
い
。能
忍
の
思
想
に
関
し
て
記
述
し
て
い
る
の
が
、『
日
蓮
遺
文
』の〈
教
機
時
国
鈔
〉、〈
開
目
鈔
〉、〈
佐
渡
御
書
〉、

〈
法
門
可
被
申
様
之
事
〉
で
あ
る
。



再考―大日房能忍と「達磨宗」―

― 175 ―

・〈
１３
教
機
時
国
鈔
〉

「
大
日
、
佛
陀
（
（2
（

禪
宗
を
弘
め
、
法
然
・
隆
寛
淨
土
宗
を
興
し
、
實
大
乗
を
破
し
て
権
宗
に
付
き
、
一
切
経
を
捨
て
て
教
外
を
立
つ
。」

・〈
１２
開
目
鈔
〉

「
大
日
云
く
、
教
外
別
伝
等
云
云
。
此
兩
義
國
土
に
充
滿
せ
り
。」

・〈
佐
渡
御
書
〉

「
法
然
が
一
類
、
大
日
が
一
類
、
念
佛
宗
禪
宗
と
號
し
て
、
法
華
經
に
捨
閉
閣
抛
の
四
字
を
副
へ
て
制
止
を
加
て
權
經
の
彌
陀
稱
名
計

を
取
立
て
、
教
外
別
傳
と
號
し
て
法
華
經
を
月
を
さ
す
指
、
只
文
字
を
か
ぞ
ふ
る
な
ん
ど
笑
ふ
者
は
、
六
師
が
末
流
の
佛
教
の
中
に
出

來
せ
る
な
る
べ
し
（
（2
（

。」

・〈
法
門
可
被
申
様
之
事
〉

「
叡
山
の
正
法
の
失
る
ゆ
え
に
、
大
天
魔
日
本
國
に
出
來
し
て
、
法
然
大
日
等
が
身
に
入
、
此
等
が
身
を
橋
と
し
て
王
臣
等
の
御
身
に

う
つ
り
住
み
、
か
へ
り
て
叡
山
三
千
人
に
入
る
ゆ
え
に
、
師
檀
中
不
和
に
し
て
御
祈
祷
し
る
し
な
し
。
御
祈
請
し
る
し
な
け
れ
ば
三
千

の
大
衆
等
檀
那
に
す
て
は
て
ら
れ
ぬ
。
又
王
臣
等
天
台
眞
言
の
學
者
に
向
ひ
て
問
う
て
云
く
、『
念
佛
・
禪
宗
等
の
極
理
は
天
台
・
眞

言
と
は
一
か
』
と
と
わ
せ
給
へ
ば
、
名
は
天
台
・
眞
言
に
か
り
て
其
心
も
辧
ぬ
高
僧
天
魔
に
ぬ
か
れ
て
答
へ
て
云
く
、『
禪
宗
の
極
理

は
天
台
眞
言
の
極
理
な
り
、
彌
陀
念
佛
は
法
華
經
の
肝
心
な
り
。』
な
ん
ど
答
へ
申
す
な
り
。
而
る
を
念
佛
者
禪
宗
等
の
や
つ
ば
ら
に

は
天
魔
乘
り
う
つ
り
て
、
當
世
の
天
台
眞
言
の
僧
よ
り
も
智
慧
か
し
こ
き
ゆ
え
に
、『
全
く
し
か
ら
ず
禪
は
は
る
か
に
天
台
眞
言
に
超

え
た
る
極
理
な
り
。』
或
い
は
云
く
、『
諸
教
は
理
深
、
我
等
衆
生
は
解
微
な
り
、
機
教
相
違
せ
り
、
得
道
あ
る
べ
か
ら
ず
。』
な
ん
ど

申
す
（
（2
（

。」

上
記
い
ず
れ
も
、
大
日
房
能
忍
が
禅
が
「
教
外
別
伝
」
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
た
こ
と
が
解
か
る
。
ま
た
、
法
華
経
を
「
月
を
さ
す

指
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、〈
法
門
可
被
申
様
之
事
〉
に
「
禪
は
は
る
か
に
天
台
眞
言
に
超
え
た
る
極
理
な
り
」
と
あ
り
、
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禅
が
従
来
の
顕
密
仏
教
よ
り
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。「
禅
が
顕
密
よ
り
勝
れ
て
い
る
」
主
旨
の
記
述
は
〈
１５
悲
想
伝
授
抄
〉

に
も
見
ら
れ
る
。

達
广
宗
は
理
教
な
り
。
大
日
御
房
云
く
、
達
广
宗
は
顕
密
二
宗
を
超
ゆ
、
是
れ
心
宗
な
り
云
々
。
葉
上
房
僧
正
榮
西
云
々
。
真

言
三
密
の
中
の
意
密
な
り
。
両
義
會
合
す
べ
し
云
云

作
者
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
筆
者
が
研
究
し
て
き
た
金
沢
文
庫
所
蔵
『
見
性
成
仏
論
（
（2
（

』
に
は
「
然
り
と
い
へ
ど
、
道
、
元
を
尋

ぬ
れ
ば
、
諸
佛
金
口
の
甘
露
衆
生
乃
心
の
良
薬
な
り
。
然
れ
ば
、
出
離
生
死
の
弄
引
、
入
證
菩
提
の
方
便
な
り
。
こ
こ
に
、
本
朝
に
伝
へ

果
た
せ
る
は
、八
宗
並
び
に
禅
宗
な
り
。成
實
と
倶
舎
と
律
と
は
小
乗
宗
な
り
。法
相
と
三
論
と
は
こ
れ
權
大
乗
の
宗
。華
嚴
と
天
台（
と
）

眞
言
と
は
、
こ
れ
實
大
乗
の
宗
。
禅
宗
、
こ
れ
大
小
兩
乗
の
他
お
い
て
、
権
實
二
宗
の
う
ち
に
あ
ら
ず
。
故
に
、
教
外
の
別
傳
、
不
立
文

字
の
宗
（
と
）
名
づ
く
（
（2
（

。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
顕
密
問
答
鈔
』
巻
下
に
あ
る
「
禅
門
の
人
」
の
こ
と
ば
に
「
既
に
心
體
を
悟
れ
ば
、
迷
悟

を
受
け
ず
。
斷
證
を
用
い
ず
し
て
、
而
も
出
離
す
る
こ
と
を
得
。
教
外
に
別
に
相
外
の
體
を
傳
ふ
（
（2
（

。」、「
故
に
知
ぬ
。
眞
知
の
體
、
見
性

の
義
は
、
是
、
教
外
別
傳
に
し
て
、
永
く
諸
教
に
異
な
り
。
云
云
（
（2
（

」
と
「
禅
が
教
外
別
伝
」
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。『
顕
密
問
答
鈔
』

の
「
禅
門
の
人
」
に
関
す
る
記
述
は
『
見
性
成
仏
論
』
か
ら
の
引
用
部
分
も
認
め
ら
れ
、「
禅
門
の
人
」
が
『
見
性
成
仏
論
』
の
作
者
と

同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（
（2
（

。

ま
た
、日
蓮
の
弟
子
日
向
撰
と
言
わ
れ
る『
金
綱
集
』第
七「
禅
見
聞
」第
二
項
に「
禅
祖
師
頌
筆
等
事
」と
し
て
、「
血
脈
論
云　

達
磨
作
、

悟
性
論
云　

達
磨
作
、破
相
論
云　

達
磨
作
、見
性
成
仏
義
云
」と
あ
る
（
（2
（

。「
見
性
成
仏
義
」と
は
明
ら
か
に
金
沢
文
庫
所
蔵『
見
性
成
仏
論
』

を
指
し
、
日
本
に
お
け
る
禅
祖
師
の
こ
と
ば
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
日
蓮
遺
文
』
に
お
い
て
日
本
で
禅
を
弘
め
た
の
は
大

日
房
能
忍
で
あ
る
、と
明
言
し
て
い
る
こ
と
と
、日
蓮
宗
に
お
い
て「
禅
祖
師
頌
筆
」の
一
つ
が『
見
性
成
仏
論
』（
ま
た
は「
見
性
成
仏
義
」）
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と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、『
見
性
成
仏
論
』（
ま
た
は
「
見
性
成
仏
義
」）
に
関
わ
る
祖
師
は
、
大
日
房
能
忍
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
（
（2
（

。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、大
日
房
能
忍
の
禅
は「
教
外
別
伝
」で
あ
り
、「
禅
は
顕
密
を
超
え
て
い
る
」と
表
明
し
て
い
た
。『
見
性
成
仏
論
』

は
能
忍
の
こ
と
ば
を
ま
と
め
た
「
禅
祖
師
の
法
語
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
因
み
に
『
見
性
成
仏
論
』
の
中
に
「
達

磨
宗
」
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。）
日
蓮
は
能
忍
を
「
禅
天
魔
」
と
呼
び
、
激
し
く
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
能
忍
が
法
華
経
に

基
づ
く
教
え
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
た
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
教
外
別
伝
」
は
、「
教
」、
つ
ま
り
法
華
経
中
心
と
し
た
考

え
方
の
「
外
」
に
あ
る
禅
に
真
の
教
え
が
あ
る
と
唱
え
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

　
　
五
、
大
日
房
能
忍
に
関
わ
る
「
物
」

大
日
房
能
忍
に
つ
い
て
の
記
述
は
前
節
の
思
想
に
つ
い
て
の
他
、
特
に
拙
菴
徳
光
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
「
物
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て

い
る
史
料
が
あ
る
。〈
２１
元
亨
釈
書
〉、〈
７
三
宝
寺
御
舎
利
安
置
之
状
案
〉、〈
１９
瑩
山
紹
瑾
嗣
書
之
助
証
〉、〈
１０
永
平
室
中
聞
書
〉、〈
２０

渓
嵐
拾
葉
集
〉
な
ど
で
あ
る
。

・〈
２１
元
亨
釈
書
〉

「
初
己
酉
の
歳
、能
忍
と
い
う
者
有
り
。
宋
國
の
宗
門
盛
な
る
を
聞
き
、其
徒
を
遣
わ
し
舶
に
附
し
て
育
王
佛
照
光
禪
師
に
扣
問
す
。
照
、

異
域
の
信
種
を
憐
ん
で
、
慰
誘
す
る
こ
と
甚
だ
切
な
り
。
寄
す
る
に
法
衣
及
び
賛
達
磨
像
を
以
て
す
。
忍
、
光
の
慰
寄
に
詫
し
、
謾
い

て
禪
宗
を
唱
う
。」

・〈
７
三
宝
寺
御
舎
利
安
置
之
状
案
〉

「
右
先
師
、
宋
朝
従
り
伝
来
す
。
禅
宗
重
宝
と
し
て
師
資
相
承
し
、
散
失
す
べ
か
ら
ず
。」

・〈
１９
瑩
山
紹
瑾
嗣
書
之
助
証
〉

「
大
宋
淳
凞
十
六
年
、
日
本
の
文
治
五
年
。
育
王
の
佛
照
禪
師
徳
光
和
尚
、
佛
世
の
生
生
法
壽
の
例
を
引
き
、
遙
か
に
中
辨
二
使
に
付
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す
る
に
、
臨
済
家
の
嗣
書
、
祖
師
相
傳
の
血
脈
、
六
祖
普
賢
の
舎
利
等
を
以
っ
て
し
、
遠
く
攝
州
三
寳
寺
の
能
忍
和
尚
に
授
く
。
敕
し

て
深
法
禪
師
と
諡
な
す
。
釋
尊
五
十
一
世
の
祖
と
爲
す
。
此
の
印
信
、
心
印
の
文
有
る
に
依
り
て
、
速
や
か
に
官
裁
を
請
う
。
師
命
じ

て
、
即
ち
里
居
に
在
っ
て
之
を
開
く
。
八
宗
の
講
者
た
り
と
雖
も
、
進
め
て
、
以
て
達
磨
正
宗
の
初
祖
と
し
宣
下
を
蒙
る
。
そ
れ
自
り

日
本
国
裏
、
初
め
て
達
磨
の
宗
を
仰
ぐ
。
其
の
法
、
東
山
の
覺
晏
上
人
に
授
く
。
晏
、
越
州
波
着
寺
の
覺
禪
和
尚
に
附
し
、
禪
、
義
介

に
附
す
。
此
の
書
并
に
六
祖
普
賢
舎
利
【
一
粒
】
同
じ
く
紹
瑾
長
老
に
寄
せ
、
以
て
當
家
洞
下
嗣
書
の
助
證
と
爲
す
べ
し
。」

・〈
１０
永
平
室
中
聞
書
〉

「
又
御
尋
ね
に
云
く
「
林
際
下
の
佛
照
禅
師
の
嗣
書
は
、故
鑑
師
こ
れ
を
傳
授
せ
り
や
否
や
。
又
た
、儞
こ
れ
を
見
る
や
。」
義
介
曰
す
。

「
此
の
相
伝
に
は
嗣
書
と
名
づ
け
ず
、
祖
師
相
傳
の
血
脈
な
り
。」
と
云
云
。
義
介
こ
れ
を
拝
見
せ
り
。
仰
せ
て
云
く
、「
其
れ
を
ば
嗣

書
と
云
う
な
り
。」（
中
略
）
義
介
曰
し
て
言
ふ
、「
故
鑑
師
、其
の
次
で
に
申
さ
れ
て
言
く
、『
我
聞
く
、堂
頭
和
尚
に
嗣
書
有
り
と
。【
深

草
に
於
い
て
僧
海
首
座
圓
寂
の
因
み
に
、此
の
事
を
聞
け
り
。】先
年
、拝
見
し
奉
り
し
の
時
、堂
頭
和
尚
示
し
て
云
く「
尤
も
然
る
べ
し
。

但
だ
閑
人
の
障
り
有
り
。
自
然
に
便
宜
を
期
す
べ
し
、
云
云
」
と
。
こ
れ
に
依
り
て
心
中
其
の
事
を
相
ひ
待
つ
と
い
え
ど
も
、
虚
し
く

し
て
一
生
を
終
り
な
ん
と
欲
す
。
生
涯
の
恨
み
、
只
だ
こ
れ
に
有
り
。
若
し
汝
、
佛
祖
の
冥
助
有
り
て
嗣
書
を
拝
見
せ
ん
の
時
は
、
彼

の
功
徳
を
以
て
必
ず
先
ず
我
に
回
向
す
べ
し
。
我
、
当
初
有
て
、
東
山
の
邊
に
こ
の
血
脈
を
傳
う
る
も
、
未
だ
堂
頭
の
嗣
書
を
拝
見
せ

ざ
る
。
も
っ
と
も
恨
み
と
爲
す
。
我
が
今
傳
ふ
る
所
の
血
脈
は
、
唐
の
阿
育
王
山
の
住
持
、
佛
照
禪
師
よ
り
、
津
の
國
三
寳
寺
能
忍
和

尚
こ
れ
を
相
傳
せ
し
末
な
り
、
云
云
。』」

・〈
２０
渓
嵐
拾
葉
集
〉

「
此
の
蓮
花
觀
、フ
ノ
リ
抄
と
申
す
事
は
東
寺
第
一
の
祕
曲
な
り
。
未
だ
散
在
に
及
ば
ざ
る
抄
な
り
、云
云
。
或
る
僧
の
物
語
し
て
云
く
、

此
の
祕
書
は
、
攝
津
の
國
三
寳
寺
と
云
う
所
に
、
こ
れ
在
り
、
云
云
。
大
日
房
の
建
立
の
寺
な
り
。
道
光
行
て
、
書
寫
す
べ
し
と
約
束

し
畢
ぬ
。」
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〈
２１
元
亨
釈
書
〉
で
は
「
法
衣
及
び
賛
達
磨
像
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。「
法
衣
」
と
は
「
三
宝
寺
史
料
」
に
あ
る
「
径
山
大
慧
禅

師
袈
裟
（
（3
（

」
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
賛
達
磨
像
」
と
は
恐
ら
く
前
述
し
た
「
佛
照
徳
光
賛
達
磨
画
像
」
に
関
係
す
る
物
で

あ
ろ
う
。
虎
関
師
練
は
能
忍
の
思
想
的
な
部
分
に
は
触
れ
ず
、
拙
菴
徳
光
に
由
来
す
る
品
々
に
言
及
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

〈
１９
瑩
山
紹
瑾
嗣
書
之
助
証
〉
及
び
〈
１０
永
平
室
中
聞
書
〉
は
曹
洞
宗
に
関
係
す
る
文
書
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
能
忍
の
禅
に
関
す
る

記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

〈
１９
瑩
山
紹
瑾
嗣
書
之
助
証
〉
に
は
「
八
宗
の
講
者
た
り
と
雖
も
、
進
め
て
、
以
て
達
磨
正
宗
の
初
祖
と
し
宣
下
を
蒙
る
。
そ
れ
自
り

日
本
国
裏
、
初
め
て
達
磨
の
宗
を
仰
ぐ
。
其
の
法
、
東
山
の
覺
晏
上
人
に
授
く
。
晏
、
越
州
波
着
寺
の
覺
禪
和
尚
に
附
し
、
禪
、
義
介
に

附
す
。」
と
あ
る
。
前
述
し
た
が
、
こ
こ
で
の
達
磨
の
宗
と
は
達
磨
大
師
の
法
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
初
め
て
達
磨
の
宗

を
仰
ぐ
」
つ
ま
り
、「
初
め
て
達
磨
大
師
の
法
ま
た
は
教
え
を
仰
ぐ
」
の
で
あ
っ
て
「
初
め
て
達
磨
宗
と
い
う
一
宗
派
を
仰
ぐ
」
訳
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
仰
ぐ
」
と
い
う
動
詞
は
「
宗
派
を
仰
ぐ
」
と
い
う
表
現
に
は
不
自
然
で
「
宗
、
つ
ま
り
中
心
と
な
る
教
え

を
仰
ぐ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
其
の
法
、
東
山
の
覺
晏
上
人
に
授
く
」
と
続
き
、「
其
の
法
」
つ
ま
り
「
達
磨
大
師
の
法
」

を
「
東
山
の
覺
晏
上
人
に
授
け
た
」
と
言
う
。
も
し
、「
達
磨
宗
」
を
「
達
磨
宗
と
い
う
一
宗
派
」
と
読
む
な
ら
ば
、「
其
の
法
」
は
「
其

の
宗
派
、
東
山
の
覺
晏
上
人
に
嗣
ぐ
」
と
で
も
書
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、「
晏
、
越
州
波
着
寺
の
覺
禪
和
尚
に

附
し
、
禪
、
義
介
に
附
す
。
此
の
書
并
に
六
祖
普
賢
舎
利
【
一
粒
】
同
じ
く
紹
瑾
長
老
に
寄
せ
、
以
て
當
家
洞
下
嗣
書
の
助
證
と
爲
す
べ

し
。」
と
続
く
。「
達
磨
大
師
の
法
」
は
覚
晏
に
授
け
た
が
、
覚
晏
か
ら
覚
禅
（
ま
た
は
懐
鑑
）
か
ら
義
介
に
附
し
た
の
は
「
此
の
書
并
に

六
祖
普
賢
舎
利
」
で
あ
る
。
ど
う
も
、
覚
晏
か
ら
覚
禅
（
ま
た
は
懐
鑑
）、
義
介
へ
と
「
達
磨
大
師
の
法
」
が
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、

相
承
物
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
理
解
で
き
る
。

『
三
大
尊
行
状
記
』「
懐
奘
和
尚
行
状
記
」
に
よ
る
と
、
懐
奘
は
止
観
、
倶
舎
、
成
実
、
三
論
、
法
相
を
学
び
、
淨
土
門
に
入
り
、
つ
い

に
多
武
峰
の
覚
晏
に
参
じ
て
、「
見
性
成
仏
」
を
聞
い
て
、『
首
楞
厳
経
』
の
頻
伽
瓶
喩
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
道
元
を
尋
ね
衣
を
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改
め
（
改
宗
）、
以
後
、
生
涯
道
元
の
側
に
寄
り
添
っ
て
生
き
る
の
で
あ
る
（
（3
（

。
も
し
、
覚
晏
が
能
忍
か
ら
達
磨
大
師
の
法
を
嗣
法
し
て
い

た
な
ら
ば
、「
教
外
別
伝
」
と
は
言
わ
ず
と
も
最
終
的
に
「
見
性
成
仏
に
至
っ
た
」、と
あ
れ
ば
疑
問
が
沸
か
な
い
。
し
か
し
、懐
奘
は
「
見

性
成
仏
」
は
通
過
点
で
、『
首
楞
厳
経
』
に
至
っ
て
「
空
之
去
来
が
無
い
こ
と
を
知
り
、識
が
生
滅
す
る
こ
と
が
無
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
る
で
、
懐
奘
に
と
っ
て
『
首
楞
厳
経
』
が
最
も
大
事
な
法
で
あ
り
、
そ
れ
が
懐
奘
を
さ
と
り
へ
導
い
た
か
の
よ

う
に
感
じ
る
。
つ
ま
り
、
覚
晏
の
思
想
が
『
首
楞
厳
経
』
に
最
終
的
な
拠
り
所
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
橋
秀
栄
氏
は
「
鎌
倉
時
代

の
僧
侶
と
『
首
楞
厳
経
（
（3
（

』」
で
、
覚
晏
が
『
首
楞
厳
経
』
に
訓
点
を
打
っ
た
最
初
の
人
で
あ
る
こ
と
を
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
断
簡
か
ら
見

つ
け
出
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
覚
晏
と
『
首
楞
厳
経
』
の
結
び
つ
き
を
傍
証
す
る
重
大
な
発
見
で
あ
る
。

次
に
、
同
じ
く
「
義
介
和
尚
行
状
記
」
に
は
、
義
介
は
懐
鑑
（
ま
た
は
覚
禅
）
の
勧
め
に
依
っ
て
、「
淨
土
三
部
と
『
首
楞
厳
経
』
の

見
性
の
義
を
聞
い
た
（
（3
（

」
と
叙
述
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、『
首
楞
厳
経
』
の
「
見
性
の
義
」
と
は
達
磨
三

論
の
「
見
性
成
仏
」
と
は
意
味
が
異
な
り
、
荒
木
見
悟
氏
に
よ
れ
ば
、『
首
楞
厳
経
』
の
「
見
性
の
義
」
は
「
見
る
と
い
う
は
た
ら
き
を

支
え
る
本
体
（
（3
（

」
の
こ
と
を
指
す
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
首
楞
厳
経
』
巻
一
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
見
性
」
の
用
例
が
あ
る
。

阿
難
言
世
尊
。
寶
手
眾
中
開
合
。
我
見
如
來
手
自
開
合
。
非
我
見
性
自
開
自
合
。
佛
言
誰
動
誰
靜
。
阿
難
。
言
佛
手
不
住
而
我
見
性
。

尚
無
有
靜　

誰
為
無
住
（
（3
（

（
阿
難
言
く
、
世
尊
の
寶
手
は
衆
中
に
開
合
す
。
我
、
如
來
の
手
、
自
ら
開
合
す
る
を
見
る
。
我
の
見
性
、

自
ら
開
き
自
ら
合
う
に
非
ず
。
佛
言
く
、
誰
が
動
じ
誰
が
靜
な
る
や
。
阿
難
言
く
、
佛
の
手
住
さ
ず
し
て
、
而
も
我
の
見
性
は
尚

お
靜
な
る
が
有
る
こ
と
無
し
。
誰
が
無
住
と
為
さ
ん
。）

「
我
の
見
性
」
と
い
う
使
い
方
を
し
、
達
磨
大
師
の
標
語
の
「
見
性
す
れ
ば
成
仏
」
の
意
味
と
は
異
な
る
。

と
も
あ
れ
、
覚
晏
も
懐
鑑
（
ま
た
は
覚
禅
）
も
義
介
も
、
能
忍
の
禅
で
あ
る
「
教
外
別
伝
」
な
ど
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
お
ら
ず
、



再考―大日房能忍と「達磨宗」―

― 181 ―

能
忍
の
禅
法
が
受
け
継
が
れ
た
の
か
頗
る
疑
問
に
思
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
嗣
書
」
や
「
血
脈
」
は
「
三
宝
寺
史
料
」
や
能
忍
に
係
る
資
料
な
ど
に
も
見
ら
れ
ず
、実
に
不
思
議
な
文
書
で
あ
る
。
い
っ

た
い
、
覚
晏
が
懐
鑑
（
ま
た
は
覚
禅
）
に
伝
授
し
た
「
嗣
書
」
や
「
血
脈
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
実

は
そ
れ
ら
は
正
式
な
も
の
で
は
な
く
、
何
か
拙
菴
徳
光
の
筆
に
よ
る
（
ま
た
は
日
本
で
書
写
さ
れ
た
）
讃
文
か
法
語
の
よ
う
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。
実
際
、
道
元
は
『
正
法
眼
蔵
』「
嗣
書
」
の
中
で
、「
臨
済
の
遠
孫
と
自
称
す
る
や
か
ら
、
ま
ゝ
に
く
は
だ

つ
る
不
是
あ
り
。
い
は
く
、
善
智
識
の
会
下
に
参
じ
て
、
頂
相
壱
副
・
法
語
壱
軸
を
懇
請
し
て
、
嗣
法
の
標
準
に
そ
な
ふ
（
（3
（

。」
と
、
懐
鑑

が
所
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
拙
菴
徳
光
の
頂
相
の
讃
文
や
法
語
を
「
嗣
書
」
或
い
は
「
血
脈
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
、
暗
に
批
判

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

も
と
も
と
覚
晏
は
そ
れ
ら
拙
菴
徳
光
の
讃
文
か
法
語
の
よ
う
な
も
の
を
「
嗣
書
」
や
「
血
脈
」
と
は
考
え
ず
、
波
着
寺
を
自
寺
に
持
つ

懐
鑑
（
ま
た
は
覚
禅
）
に
保
存
し
て
も
ら
う
為
に
譲
渡
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
に
、「
三
代
相
論
」
な
る
も
の
が
義
介
と
義
演

の
間
に
起
き
た
と
き
、
義
介
が
洞
家
の
嗣
書
の
他
に
、
臨
済
家
の
嗣
書
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、
嗣
法
を
受
け
継
ぐ
者
と
し
て
正
当
な
血

脈
が
有
る
こ
と
を
誇
示
し
た
い
が
た
め
に
、
俄
か
に
拙
菴
徳
光
か
ら
伝
わ
る
法
系
を
組
み
立
て
、
拙
菴
徳
光
の
筆
に
よ
る
讃
文
や
法
語
を

「
嗣
書
」
と
見
立
て
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
拙
菴
徳
光
か
ら
伝
わ
る
法
系
に
つ
い
て
の
資
料
は
、「
三
代
相
論
」
に

関
わ
る
時
期
の
み
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
能
忍
の
禅
法
は
道
元
門
下
に
入
っ
た
覚
晏
の
弟
子
た
ち
に
は
受
け
継
が

れ
る
こ
と
な
く
、「
三
代
相
論
」の
折
に
、拙
菴
徳
光
の
讃
文
か
法
語
の
よ
う
な
も
の
を
上
手
に
利
用
し
た
と
は
、考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
２０
渓
嵐
拾
葉
集
〉
に
書
か
れ
た
、
東
密
の
秘
書
に
関
す
る
一
文
は
、
二
〇
〇
八
年
七
月
に
真
福
寺
に
於
い
て
発
表
さ
れ
た
以
下
の
文

に
共
通
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
文
治
五
年
、
遣
宋
使
帰
朝
時
、
宋
国
仏
照
禅
師
、
送
遣
新
渡
心
要
、
有
先
段
無
後
段
、
而
奥
有
此
伝
心
偈
等
。
已
上
十
八
行

二
百
七
十
七
字
、
是
秘
本
歟
。
大
日
本
国
特
賜
金
剛
阿
闍
梨
能
忍
、
為
弘
迴
之
、　

広
灯
心
要
後
段
了
彫
継
之
也
。
後
賢
悉
之
。
彫
料
浄
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施
財
者
尼
無
求
（
（3
（

」

〈
２０
渓
嵐
拾
葉
集
〉に
よ
れ
ば
、能
忍
の
本
寺
で
あ
る
三
宝
寺
に
は
東
寺
の
秘
書
が
所
蔵
さ
れ
、真
福
寺
蔵『
伝
心
法
要
』の
奥
書
に
は「
金

剛
阿
闍
梨
能
忍
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
能
忍
が
密
教
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
加
え
て
、「
三
宝
寺
史
料
」
に
よ
れ
ば
三
宝

寺
で
は
「
六
祖
舎
利
」
を
安
置
し
て
い
た
こ
と
も
含
め
、「
事
」
に
関
す
る
仏
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
（
（3
（

。

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
能
忍
は
思
想
の
上
で
は
「
教
外
別
伝
」、「
禅
は
顕
密
を
超
え
て
い
る
」
と
標
榜
し
、
顕
密
と
は
一
線
を

引
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
何
故
「
事
」
の
部
分
で
密
教
的
要
素
が
残
さ
れ
た
の
か
？
そ
れ
は
、
恐
ら
く
、
思
想
（「
理
」）

と
現
実
（「
事
」）
を
分
け
て
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
思
想
的
に
「
見
性
成
仏
」
と
い
い
、
己
の
心
を
見
る
こ
と
で
さ
と
る

こ
と
が
で
き
る
、
又
は
「
不
立
文
字
」
と
い
い
、
経
論
な
ど
の
文
字
に
頼
る
必
要
は
な
い
、
と
説
か
れ
て
も
、
実
際
俗
人
た
ち
が
日
々
の

生
活
で
感
じ
る
不
幸
を
取
り
除
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
現
実
に
悩
め
る
人
々
を
救
う
為
に
、
能
忍
は
密
教
的
な
「
事
」
を
行
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
、〈
１７
成
等
正
覚
論
〉に
つ
い
て
は
、石
井
修
道
氏
が
一
九
七
四
年
に
発
表
さ
れ
た『
成
等
正
覚
論
』の
訓
読
及
び
そ
の
分
析
が
あ
る
。

筆
者
は
石
井
氏
の
論
述
に
加
え
る
要
素
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
所
見
を
述
べ
る
。

先
ず
、「
夫
此
宗
者
、
達
磨
大
師
所
伝
法
、
故
名
達
磨
宗
」
は
、「
夫
れ
此
の
宗
は
、
達
磨
大
師
の
伝
う
る
と
こ
ろ
の
法
の
故
に
達
磨
の

宗
と
名
く
な
り
（
（3
（

」
と
読
み
、「
こ
の
宗
（
＝
中
心
と
な
る
基
本
的
な
教
え
は
）、達
磨
大
師
か
ら
伝
わ
る
法
で
あ
る
。
だ
か
ら
達
磨
の
宗
（
＝

法
ま
た
は
教
え
）
と
名
づ
け
る
」
の
意
味
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。「
達
磨
宗
」
と
い
う
一
宗
派
の
固
有
名
詞
と
し
て
読
む
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

次
に
、『
成
等
正
覚
論
』
に
は
「
日
大
師
云
」
と
書
き
『
宗
鏡
録
』
か
ら
の
引
用
文
を
叙
述
し
て
い
る
部
分
が
二
ヵ
所
あ
る
（
（4
（

。「
日
大
師
」

は
石
井
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
日
房
能
忍
を
指
し
て
い
る
と
筆
者
も
考
え
る
（
（4
（

。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
見
性
成
仏
論
』
が
大
日
房
能
忍
に

よ
る
法
話
の
よ
う
な
も
の
だ
と
ほ
ぼ
確
定
で
き
た
わ
け
だ
が
、『
見
性
成
仏
論
』
に
お
い
て
、
始
め
に
達
磨
禅
の
伝
来
を
語
り
、「
教
外
別
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伝
」
を
唱
え
、『
宗
鏡
録
』、『
景
徳
伝
灯
録
』、『
首
楞
厳
経
』
な
ど
を
引
用
し
禅
の
説
明
を
し
、
後
半
最
後
の
部
分
は
公
案
の
よ
う
な
語

句
で
問
者
と
問
答
す
る
ス
タ
イ
ル
を
と
る
。『
成
等
正
覚
論
』
に
お
い
て
も
、
最
初
に
達
磨
大
師
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
つ
い
て
語
り
、
そ

の
後
『
宗
鏡
録
』、『
景
徳
伝
灯
録
』
か
ら
の
引
用
、
最
後
に
公
案
の
よ
う
な
語
句
を
載
せ
て
い
る
。『
見
性
成
仏
論
』
と
『
成
等
正
覚
論
』

の
様
式
や
内
容
は
近
い
と
言
え
よ
う
。
但
し
、『
見
性
成
仏
論
』
が
禅
の
思
想
的
な
内
容
に
徹
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
成
等
正
覚
論
』
に

お
い
て
は
五
部
曼
荼
羅
や「
心
第
一
経
」（
？
）の
よ
う
な
密
教
的
呪
術
的
要
素
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
先
に
述
べ
た「
理
」

と
「
事
」
を
使
い
分
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、『
成
等
正
覚
論
』
で
は
「
日
大
師
曰
」
と
あ
る
の
で
、
大
日

房
能
忍
の
没
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
能
忍
の
弟
子
た
ち
が
、
能
忍
の
語
っ
た
「
理
」
を
現
世
利
益
を
目
的
と
し
た
「
事
」

の
形
に
作
り
上
げ
た
と
も
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
結
び

以
上
、
高
橋
秀
栄
氏
の
収
集
し
た
史
料
三
十
三
点
及
び
新
た
に
加
わ
っ
た
資
料
な
ど
を
検
討
し
、
大
日
房
能
忍
と
達
磨
宗
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
日
房
能
忍
が
「
達
磨
宗
」
と
い
う
名
の
一
集
団
ま
た
は
一
宗
派
を
首
唱
し
て
い
た
事
実
は
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
達
磨
宗
と
禅
宗
は
同
義
で
あ
る
か
、「
達
磨
大
師
の
法
ま
た
は
教
え
」
の
意
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解

か
っ
た
。
ま
た
、
能
忍
が
弘
め
た
の
は
禅
宗
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
達
磨
宗
」
と
い
う
集
団
を
示
す
史
料
は
〈
１８
正
法

眼
蔵
御
聞
書
抄
〉な
ど
僅
か
で
あ
っ
た
。
但
し
、〈
４
興
禅
護
国
論
〉で
は
禅
宗
を
正
し
く
理
解
せ
ず
達
磨
宗
と
呼
ぶ
人
々
を
指
し
て
お
り
、

さ
ら
に
〈
６
無
名
抄
〉、〈
８
却
癈
忘
記
〉
な
ど
も
加
え
て
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

大
日
房
能
忍
の
禅
思
想
は
「
教
外
別
伝
」
で
あ
り
、
能
忍
は
従
来
の
顕
密
中
心
の
仏
教
か
ら
離
れ
、
禅
宗
を
一
ラ
ン
ク
上
へ
押
し
上
げ

た
人
物
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
後
に
中
国
で
禅
を
学
ん
で
き
た
円
爾
（
（4
（

や
道
元
ら
の
よ
う
な
本
格
的
な
も
の
で
は
な
く
、『
宗
鏡
録
』、『
景
徳

伝
灯
録
』、『
首
楞
厳
経
』
な
ど
に
依
拠
し
た
初
歩
的
で
文
献
的
な
禅
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
能
忍
は
現
実
的
な
人
々
へ
の
布
教
は
密
教
的
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な
「
事
」
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。
思
想
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
「
見
性
成
仏
」
を
唱
え
る
禅
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
現

世
利
益
的
な
仏
事
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
思
想
の
「
理
」
と
現
実
の
「
事
」
を
組
み
合
わ
せ
た
仏
教
は
、
次
の

世
代
の
円
爾
を
は
じ
め
、
後
の
日
本
の
禅
宗
の
中
で
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　
【
註
】

（
１
） 『
禅
学
大
辞
典
』
下
巻
、
一
〇
〇
八
頁
。

（
２
）
鷲
尾
順
敬
［
一
九
三
八
］「
大
日
房
能
忍
の
達
磨
宗
の
首
唱
及
び
道
元
門
下
の
關
係
」（『
日
本
及
日
本
人
』
三
三
八
）

（
３
）『
元
亨
釈
書
』「
栄
西
伝
」、『
百
錬
抄
』、『
三
僧
記
類
聚
』、『
開
目
鈔
』、『
聖
光
上
人
伝
』、「
義
介
之
書
」、「
瑩
山
紹
瑾
嗣
書
之
助
証
」、「
瑞
南
卜
兆
の
記
」、

『
本
朝
高
僧
伝
』、「
達
磨
大
師
像
拙
菴
徳
光
讃
」、「
拙
菴
徳
光
讃
文
」、「
潙
山
大
円
禅
師
警
策
」、『
蘆
分
船
』、『
摂
陽
奇
観
』。

（
４
）
鷲
尾
順
敬
［
一
九
三
八
］、
一
二
五
～
一
二
六
頁
。

（
５
）
同
上
、
一
三
二
頁
。

（
６
）
柳
田
聖
山
［
一
九
七
二
］「
解
説
、
栄
西
と
『
興
禅
護
国
論
』
の
課
題
」（『
中
世
禅
家
の
思
想
』）、
四
六
七
～
四
六
八
頁
。

（
７
）
高
橋
秀
栄
［
一
九
七
七
］、
三
一
頁
、〈
２８
本
朝
高
僧
伝
〉。

（
８
）
鷲
尾
順
敬
［
一
九
三
八
］、一
三
二
頁
。
但
し
、「
少
く
し
て
講
肆
に
遊
ぶ
。
諸
經
論
を
究
め
、天
生
禪
を
好
む
。
精
を
礪
し
て
工
夫
し
、卒
に
悟
處
有
り
。」、

「
畿
内
の
緇
白
、
風
に
歸
す
者
多
し
。」、「
文
治
己
酉
の
夏
」、「
道
號
」
の
語
句
は
「
瑞
南
卜
兆
の
記
」
に
は
な
い
。

（
9
）
能
仁
晃
道
［
二
〇
一
〇
］『
訓
注
大
円
宝
国
師
語
録
並
年
譜
』、
一
六
五
頁
、
註
（
５
）
及
び
四
九
一
～
五
五
七
頁
。
川
上
孤
山
［
一
九
八
四
］『
妙
心
寺

史
』、
四
二
五
～
四
二
八
頁
。

（
10
）
竹
内
尚
次
［
一
九
七
六
］『
江
月
宗
玩
墨
蹟
之
写
（
禅
林
墨
蹟
鑑
定
日
録
）
の
研
究
（
上
）』、
元
三
中
下
⑧
。

（
11
）
高
橋
氏
の
論
文
に
は
〈
３
拙
菴
徳
光
頂
相
自
讃
〉
と
し
て
、
辻
善
之
助
［
一
九
七
〇
］『
日
本
仏
教
史
』
中
世
篇
之
二
、六
二
頁
に
依
っ
て
い
る
。

（
12
）「
村
」
に
関
し
、『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』、
巻
一
〇
二
、二
七
三
頁
下
）
に
は
な
い
。『
下
條
文
書
』
に
は
あ
る
。

（
13
） 「
飜
」
に
関
し
、『
本
朝
高
僧
伝
』「
能
忍
伝
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』、巻
一
〇
二
、二
七
三
頁
下
）
は
「
翻
」
で
あ
る
。「
江
月
宗
玩
墨
蹟
」
及
び
『
下
條
文
書
』

は
「
飜
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
轉
天
關
掀
飜
地
軸
」
に
つ
い
て
は
『
碧
巌
録
』
第
六
八
則
「
仰
山
問
三
聖
」
に
「
垂
示
云
。
掀
天
關
翻
地
軸
。
擒
虎
兕
辨
龍
蛇
。

須
是
箇
活
鱍
鱍
漢
。
始
得
句
句
相
投
機
機
相
應
。
且
從
上
來
什
麼
人
合
恁
麼
。
請
舉
看
。」（『
大
正
蔵
』
四
八
、一
九
七
下
）
と
あ
る
。

（
14
）
竹
内
尚
次
［
一
九
七
六
］、
元
三
中
下
⑧
。
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（
15
）
徳
永
弘
道
氏
は
氏
の
論
文
「
南
宋
初
期
の
禅
宗
祖
師
像
に
つ
い
て
（
上
）」（『
国
華
』
九
二
九
、一
九
七
一
年
）
の
中
で
「
拙
菴
徳
光
頂
相
自
讃
」
が
「
大

正
五
年
下
條
正
雄
氏
の
書
畫
賣
立
目
録
に
出
て
く
る
。
現
在
そ
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
下
條
氏
所
蔵
の
時
代
の
影
寫
本
が
残
っ
て
い
る
。」（
一
三

頁
上
）
と
示
さ
れ
、
筆
者
は
「
拙
菴
徳
光
頂
相
自
讃
」
の
写
本
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
尚
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
蔵
の
『
下
條
文
書
』
の
後
書
き
に
は
、「
右
下
條
文
書　

東
京
市
麹
町
区
元
園
町
下
條
正
雄
氏
所
蔵　

大
正
四
年
十
一
月
寫
了
」
と
あ
る
。

（
16
）「
佛
照
徳
光
賛
達
磨
画
像
」
に
関
し
て
は
、
鷲
尾
順
敬
氏
が
「
寛
永
十
三
年
四
月
十
三
日
、
妙
心
寺
の
愚
堂
東
寔
（
一
五
七
九
～
一
六
六
一
）
が
妙
心

寺
塔
頭
大
通
院
に
秘
蔵
し
て
い
た
当
達
磨
像
を
懸
け
て
宮
中
清
涼
殿
で
宗
乗
を
擧
唱
し
、
愚
堂
の
弟
子
瑞
南
卜
兆
が
記
録
し
て
い
る
。」（
鷲
尾
順
敬

［
一
九
三
八
］、
一
三
五
頁
。
筆
者
要
約
）
と
し
、
再
び
「
瑞
南
卜
兆
の
記
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
解
か
る
。

（
17
）
鷲
尾
順
敬
［
一
九
三
八
］、
一
四
〇
～
一
四
二
頁
。
原
田
正
俊
［
一
九
九
八
］『
日
本
中
世
の
禅
宗
と
社
会
』、
五
九
～
六
四
頁
。

（
18
） 『
聖
光
上
人
伝
』
は
弁
長
（
一
一
六
二
～
一
二
三
八
）
の
活
動
を
記
し
た
後
、
弁
長
の
そ
の
時
の
歳
、
つ
ま
り
「
時
年
」
あ
る
い
は
「
行
年
」
と
書
き
、

続
け
て
そ
の
年
の
年
号
を
書
き
添
え
て
い
る
。
例
え
ば
、「
時
年
三
十
六
。
建
久
八
年
丁
巳
五
月
上
旬
」（『
続
群
書
類
従
』
第
九
号
上
、
三
〇
頁
上
）

は
弁
長
三
十
六
歳
の
時
、
つ
ま
り
一
一
九
八
年
で
あ
り
、
建
久
八
年
（
一
一
九
八
）
で
あ
る
。
弁
長
が
能
忍
に
接
見
し
た
件
の
後
に
「
行
年
四
十
三
。

元
久
元
年
甲
子
八
月
上
旬
」
と
あ
る
の
は
弁
長
四
十
三
歳
の
時
、
つ
ま
り
一
二
〇
四
年
で
あ
り
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
で
あ
る
。
能
忍
は
遅
く

と
も
一
二
〇
四
年
八
月
上
旬
ま
で
は
生
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
尚
、
竹
内
道
雄
氏
は
夙
に
「
能
忍
示
寂
の
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
述
の
よ

う
に
元
久
元
年（
一
二
〇
四
）に
弁
長
と
問
答
し
て
い
る
か
ら
そ
れ
以
後
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
弁
長
は
四
十
三
歳
で
あ
っ
た
。」（［
一
九
八
二
］

『
永
平
二
祖
孤
雲
懐
弉
禅
師
伝
』、
六
九
頁
）
と
明
言
し
て
い
る
。
中
尾
良
信
氏
は
竹
内
氏
の
能
忍
示
寂
の
推
論
に
つ
い
て
「（
竹
内
氏
は
）
元
久
元
年

に
弁
長
と
問
答
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、元
久
元
年
は
次
の
記
事
の
年
記
で
あ
る
。」（［
二
〇
一
一
］「
達
磨
宗
の
展
開
と
禅
籍
開
版
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』、

五
一
頁
）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
部
分
を
見
て
も
著
者
道
光
の
ス
タ
イ
ル
は
、
弁
長
の
活
動
内
容
の
後
に
師
の
歳
と
そ
の
年
代
を
記
し
て
い

る
の
で
、
中
尾
氏
の
解
釈
に
は
異
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
19
）
高
橋
秀
栄
氏
の
収
集
し
た
『
日
蓮
遺
文
』
三
点
の
他
に
、『
法
門
可
被
申
様
之
事
』（
文
永
元
年
〈
一
二
六
四
〉）、『
佐
渡
御
書
』（
文
永
九
年
〈
一
二
七
二
〉）

に
も
、「
大
日
＝
禅
宗
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
20
）
宮
崎
英
修
氏
は
「
佛
陀
」
を
覚
晏
と
考
え
て
い
る
。（［
一
九
八
三
］「
教
機
時
国
鈔
の
大
日
仏
陀
―
大
日
仏
陀
と
大
日
仏
地
―
」『
大
崎
学
報
』
一
三
六
）

（
21
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
（
一
）』、
六
一
五
頁
。

（
22
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
（
一
）』、
四
五
三
～
四
五
四
頁
。

（
23
）
古
瀬
珠
水
［
二
〇
〇
八
］「『
見
性
成
佛
論
』
の
基
本
的
性
格
に
関
す
る
一
考
察
」（『
仙
石
山
論
集
』
四
）、 ［
二
〇
一
一
］「
金
沢
文
庫
蔵
『
見
性
成
仏
論
』

と
伝
達
磨
大
師
『
血
脈
論
』
―
「
見
性
」
の
思
想
に
着
目
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
九
―
二
）、［
二
〇
一
一
］「
金
沢
文
庫
蔵
『
見
性
成
仏
論
』

に
お
け
る
『
宗
鏡
録
』
の
引
用
の
意
味
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
〇
―
一
）。
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（
24
） 『
金
沢
文
庫
資
料
全
書　

第
一
巻
禅
籍
篇
』、
一
八
〇
頁
下
～
一
八
一
頁
上
。

（
25
）『
続
真
言
宗
全
書
』
第
二
三
、三
三
頁
下
。

（
26
） 『
続
真
言
宗
全
書
』
第
二
三
、三
四
頁
上
。

（
27
）
古
瀬
珠
水
［
二
〇
一
二
］「『
見
性
成
仏
論
』
と
『
顕
密
問
答
鈔
』
の
「
禅
門
の
人
」
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
仙
石
山
仏
教
学
論
集
』
六
）

（
28
） 『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
一
四
巻
、
三
〇
七
～
三
〇
九
頁
。

（
29
） 『
金
綱
集
』
と
『
見
性
成
仏
論
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
「『
金
綱
集
』
に
お
け
る
「
見
性
成
仏
義
」
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
一
―
一
、

二
〇
一
二
年
）
で
論
じ
た
。
ま
た
、『
日
蓮
遺
文
』
と
大
日
房
能
忍
に
関
し
て
は
「
日
蓮
関
係
文
書
に
表
れ
る
大
日
房
能
忍
と
そ
の
禅
に
つ
い
て
」（『
多

田
孝
文
先
生
古
稀
記
念
論
集　

東
洋
の
智
慧
と
慈
悲
』）
に
発
表
予
定
。

（
30
）
中
尾
良
信
［
一
九
八
五
］「
能
忍
没
後
の
達
磨
宗
」（『
宗
学
研
究
』
二
七
）、
二
一
四
頁
。

（
31
）『
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
上
、
一
四
頁
上
～
下
。

（
32
）
高
橋
秀
栄
［
一
九
九
六
］「
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
と
『
首
楞
厳
経
』」（『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
七
）

（
33
）『
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
上
、
一
六
頁
下
。

（
34
）
荒
木
見
悟
［
一
九
八
六
］『
中
国
撰
述
経
典
』
二 

、
八
二
頁
。

（
35
）『
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
経
』
卷
一
（『
大
正
蔵
』
一
九
、一
〇
九
下
）

（
36
）
水
野
弥
穂
子
注
『
正
法
眼
蔵
』（
二
）、
岩
波
文
庫
、
三
七
八
頁
。

（
37
）
和
田
有
希
子
他
［
二
〇
〇
八
］『
プ
レ
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
真
福
寺
大
須
文
庫
聖
教
展
観
―
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
世
界
―
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
栄
西

と
初
期
禅
宗
に
関
す
る
新
出
初
期
禅
宗
聖
教
断
簡
の
復
元
」
資
料
集
・
真
福
寺
大
須
文
庫
に
お
け
る
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
展
観
図
録
』、
二
一
頁
。

（
38
）
こ
の
点
に
つ
い
て
中
尾
良
信
氏
は
「
栄
西
の
「
密
禅
併
修
」
と
同
じ
よ
う
に
、
台
密
研
究
が
盛
ん
な
叡
山
教
学
の
な
か
か
ら
醸
成
さ
れ
た
、
派
祖
大
日

房
能
忍
の
密
教
的
な
禅
と
い
う
傾
向
は
、
そ
の
ま
ま
能
忍
示
寂
後
も
三
宝
寺
で
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」（
中
尾
良
信
［
二
〇
〇
五
］『
日
本
禅
宗
の

伝
統
と
歴
史
』、
一
一
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
39
）
石
井
修
道
氏
は
「
夫
れ
此
の
宗
は
、
達
磨
大
師
の
伝
う
る
と
こ
ろ
の
法
の
故
に
達
磨
宗
と
名
づ
く
る
な
り
」
と
読
む
。（
石
井
修
道
［
一
九
九
一
］『
道

元
禅
師
の
成
立
史
研
究
』、
七
〇
三
頁
下
）

（
40
）
同
上
、
七
〇
九
頁
、
七
一
三
頁
。

（
41
）
同
上
、
六
五
三
頁
。

（
42
）
円
爾
の
禅
に
つ
い
て
は
「
兼
修
禅
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
何
か
禅
宗
以
外
の
教
え
を
混
合
し
た
雑
多
な
禅
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
語
録
な

ど
を
詳
し
く
読
む
と
、
径
山
で
学
ん
で
き
た
臨
済
宗
楊
岐
派
の
禅
そ
の
ま
ま
を
日
本
で
教
え
て
い
る
こ
と
が
解
か
る
。


